






はじめに

わが国においては、急速な高齢化社会と少子社会をむかえ、国民全体に健康の維持と体力

の向上に関心が高まっており、とくに家事労働の軽減と余暇の増加、さらに女性の高学歴

化と社会進出による意識の変化は、女性のスポーツヘの関心を高めている。この傾向は妊

婦においても同様で、妊婦エアロビクスや妊婦水泳などの教室が各地で開かれる様になっ

ている。この様に女性のスポーツが盛んになることは好ましいことであるが、その一方過

度な運動により種々の問題が生じている。とくに妊婦においては、流早産など胎児に対す

る影響を考慮する必要があるため、妊婦にとって安全かつ適切な運動のガイドラインの作

製が急がれていた。


